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去る平成 23 年 12 月 4 日（日）、北大学術交

流会館におきまして、第 22 回北海道臨床工学

会が開催されました。 

当日は約 500名の参加者の下、一般演題は 54

演題にのぼりました。特別講演では、「血管再

生治療のランダム化比較試験」と題しまして、

札幌北楡病院 外科部長の堀江卓先生に御講

演頂きました。    

また、教育講演は「ペースメーカの臨床基礎

と life Adaptive Pacing の有効性～ Auto 

Lifestyle の有効活用～」を順天堂大学医学部

附属静岡病院 准教授の戸叶隆司先生に、ラン

チョンセミナー1 では「CE に知ってもらいたい

最近の CKD‐MBDの知識」を社会医療法人母恋日

鋼記念病院東室蘭サテライト所長の伊丹儀友先

生に、ランチョンセミナー2では、「医療安全の

現状と対応」を医療法人社団 善仁会本部 安

全推進部 部長の本間崇先生にそれぞれ貴重な

御講演をいただき、北海道医療新聞でも取り上

げられました。 

座長の労をとって頂いた諸先生方、講師の先

生方には、この場を借りて篤く御礼申し上げま

す。また講演とランチョンセミナーに共催頂い

た各社及び、機器展示、ドリンクサービス、広

告掲載等にてご協力頂いた各社の方々にも心よ

り御礼申し上げます。 

ランチョンセミナー2の様子 

会長の挨拶 

平成 23年 12月 9日 北海道医療新聞 掲載 
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「公益社団法人 北海道臨床工学技士会」 投稿.執筆規定 
1. 北海道臨床工学技士会会誌では、研究論文、研究速報、症例報告など、他誌に未発表の原稿を

掲載します。 

2. 投稿は北海道臨床工学技士会会員とします。 

3. 原稿提出の基本 

1）原稿の大きさはA4判（縦使用）横組み、パソコンにて、1行40字×40行（1600字）にしてください。 

2) 図表はA4用紙に図表だけをプリントアウトした物を提出してください。 

3）原稿枚数は規定しませんが、図表の合計は10点以内を目安にしてください。 

4）図表を含めた提出原稿は、原本の他にコピーを添付してください。 

5）作成した原稿は、プリントアウトしたもの1部とCD-RまたはDVD-R（Windowsのﾌｫｰﾏｯﾄでワード文 

かﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙで保存）を添付してください。なお、提出して頂いたメディアは返却致しません。 

4. 投稿原稿の採否は、編集会議で討議し決定します。また、編集規定に従い、原稿の加筆、訂正、削

除などをお願いする場合もあります。 

5. 原稿執筆の順序 

1）見だし番号は以下の様にしてください。 

     １. ＿＿＿＿＿＿見だし 

       1）. ＿＿＿＿＿＿小見だし 

        (1) 

2) 研究論文、研究速報および症例報告の記載は以下の様にしてください。 

    １. 緒言   （はじめに、まえがき） 

    ２. 研究方法 （対象、症例、方法） 

    ３. 研究結果 （結果） 

    ４. 考察 

    ５. 結論   （結語、まとめ、おわりに） 

6. 参考文献の記載方法 

  本文中の参考文献番号は右肩付文字にて下記要領で記載してください。なお、共著の場合は、そ

の氏名を3人とし、3名以外の扱いは、「3人目の氏名,ほか:」と記載してください。 

1）参考文献の書き方 

     （1）雑誌の場合 

         ・著者名,共著者名,共著者名,ほか : 論文題名, 雑誌名巻(号); 初頁-終頁,発行年. 

     （2）単行本の場合 

         ・著者名 : 書名. 版, 出版地. 出版社. 発行年. 初頁-終頁 

7. 図表の規定（写真は図として扱う） 

1)図表に使用する文字は明朝体を使用して下さい。 

2)提出する図表は、白黒で光沢鮮明な手札以上の写真、または同等以上の解像度を有したものに 

してください。 

3)表題は、図は図の下に、表は表の上に記載してください。 

 

 

※ 発表当日、投稿原稿を提出できなかった方は、Ｅメールで下記連絡先に送信下さい。 

 

連絡先  市立旭川病院 臨床工学室   窪田將司 

E-mail    s_kubota@city.asahikawa.hokkaido.jp 
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北海道医療新聞掲載記事 

去る 10月 16日（日）、旭川グランドホテルにて公

益事業推進委員会の旭川医科大学病院 山崎 

大輔氏と、同じく仁友会泌尿器科内科クリニック 

中谷 隆浩氏によって AED 日常点検啓発活動が

行われました。 

AED は通常緊急時に使用されるものですが、「１

回目は作動したが、２回目は作動しなかった」「電

極パッドが入っていなかった」といった事例も報告

されております。今回の活動ではその様な事例が

未然に防止出来、適切な環境の下で確実に使用

出来る状態で管理されるものと思いました。 

AED 日常点検の講習会の様子 

設置場所を確認する様子 

今回訪問した旭川グランドホテルでも以前使用

していた AED にて機器の電源が入らなくなってい

た経緯があるため、それからは日常点検としてイン

ジケータの確認を重視するようになりました。また、

現在は１年毎に貸出メーカーによって AED の交換

が行われているそうです。 

しかし、バッテリーやパドルにも使用期限があり、

そちらも定期的に確認しなければならないと報告し

たところ「それは知らなかった」「今後行っていく」と

いう回答がありました。 

 最近は CE の認知度も向上してきましたが、世間

一般においてはまだあまり知られていないのかも知

れません。しかし講習会を行ったことで、日常点検

の大切さを理解してもらうことができ、今回のような

活動を行っていかなければならないという必要性も

感じました。 

 AED の点検を全くしていないという施設もまだま

だ沢山あると思いますが、１つずつ着実に成果を

伸ばしていくことが重要だと感じました。 

 

（広報委員：野尻 誠） 
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北海道手術室安全セミナーin帯広・第2回卒後教育セミナー 
・アフェレシス技術セミナー2011 

ｱﾌｪﾚｼｽ技術ｾﾐﾅｰ 2011 に参加して 
 

名寄市立総合病院 臨床工学科 平間秀昭 

 

平成 23年 11月 19日北楡病院講堂にて 151名

の参加で行われた。 

アフェレシス技術セミナーの様子 

北海道手術室安全セミナーin 帯広 

 

去る 10 月 29 日（土）、十勝地区におきまし

て「北海道手術室安全セミナー」が開催されま

した。 

当セミナーは以前より電気メス安全セミナー

として開催しておりましたが、近年の医療安全

に対する意識の高まりを踏まえ、手術室の安全

管理のみならず、病院全体の医療安全という広

義の話題を取り扱うセミナーとして、これまで

に札幌、旭川、函館、釧路など全道各地で過去

１４回開催し好評を頂いておりまして、今回は

道東の拠点であります帯広での開催を企画致し

ました。 

講演内容は第一部「手術看護における安全管

理」、第二部「医療安全～終わり無き戦い～」と

題しまして二つの医療安全をテーマにした講演

を頂き、さらに第三部として「安心、安全の為

にATP＋AMPふき取り検査の活用」と題しまし

て感染管理についてもご講演を頂きました。 

まずアフェレシスという分野で PDF といわれ、何

の事だ？というところからセミナーはスタートした。 

北海道臨床工学技士会広報委員として非常に

はずかしい事ではあるが、自分の苦手なパソコン関

係か・・・しかし受講してみて PDF（plasma filtration 

with dialysis）ということがわかった。フロー図は割愛

するが FFP の投与量が少なくなり、HDF も同時に

施行できるためクエン酸の上昇を抑制でき、PE＋

CHDF に取って代わる事が出来るかもしれない。と

いうことは血液製剤が節約でき、装置も一台で施行

できてしまう一石二鳥である。ただしまだ保険適応

外である。 

つぎに GCAP、LCAP の話であるが、週２回法で

集中的に行なったほうが、通常の週１回法よりも効

果があり速やかに寛解に導入可能で、有効性は治

療回数依存的であるとのことであった。しかも 2012

年夏ごろには膿疱性乾癬も保険適用になる見込み

で、DPC 採用施設の入院治療でも出来高払いで

ある。 

ブレイクタイムで他施設の先輩技士さんと立ち話

で教えてもらった事で、給料の年俸制や人事評

価、代休制度など教えていただいた。これらの事は

地方公務員である自分に、近い将来行われる方法

であると考えている。こういった事を色々と見聞き

し、勉強していかなければならないと思う。 

最後に苦言であるが、アフェレシス技術セミナー

2011（北海道臨床工学技士会主催）と日本アフェレ 

北海道手術室安全セミナーの様子 
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第 2 回卒後教育セミナーに参加して 

 

国立病院機構旭川医療センター 本手 賢 

 

 11月 5日、6日の 2日間に亘って開催された「第

2 回卒後教育セミナー」に参加してきました。昨年

の第1回同様、今回も論文作成や学会発表に役立

つ内容がテーマとなっています。さらに、前回は 1

日開催だったのが今回は 2 日間の開催となり、内

容も盛りだくさんでした。 

 初日は午後から 2 つの講演があり、1 つはデータ

ベースの活用法についてのお話でした。研究を進

めるにあたって、参考となる文献を探し出すことが

必要となりますが、文献検索をするのにどのような

データベースがあり、それぞれどのような特徴があ

るのか、そしてそれらのデータベースを活用するた

めのコツやポイントについてのお話でした。もう 1つ

は論文の書き方に関する内容で、論文を書くにあ

たっての決まりごとや注意点などについてのお話で

した。 

 2 日目は統計ソフトを用いた統計の基礎とソフトの

使い方について、午前・午後と 1日いっぱい使って 

 

何かとご多忙のなか、各セミナーでご講演い

ただいた諸先生方、座長を引きうけていただい

た諸先生方、共催の各企業の皆様、セミナーの

参加者の皆様にこの場を借りて厚く御礼申し上

げます。 

勉強しました。お昼のランチョンセミナーでは学会

発表に関して、話し方やスライド作成の基本など、

発表における注意点・ポイントについてのお話が聴

けました。 

 セミナーの感想ですが、発表の仕方や論文の書

き方などは、とくに養成校などで学ぶということもな

く、実際に発表スライドを作成したり論文を書く際に

指導を受けるなどしてその方法を覚えていくものだ

と思いますが、細かく指導を受けられる環境という

のもなかなかあるものではありません。そのようなこ

とを考えても、データベースの活用法に始まって論

文の書き方、発表の仕方、そして統計ソフトの使い

方に至るまで、普段なかなか知る機会のない内容

ばかりの今回のセミナーはとても貴重で有意義なも

のでした。しかし、これらはただ聴いて学べば身に

つくというものではなく、実際に発表したり論文を書

くなどして経験を積まなければ上達はしないでしょ

う。論文も実際に書いてみると、文章の言い回しや

構成、さらには規定の文字数に収まるように書くの

に苦労することもあると思います。また統計ソフトに

しても、実際に実験結果のデータを使って分析をし

ないと、使い方は覚えられないし、その切れ味も実

感できないでしょう。そのようなことからも、今回学ん

だことを今後の学会発表や論文作成などに生かし

て、情報発信能力の向上に努めていたいと思います。 

シス学会北海道地方会が合同開催ということもあ

り、当初のプログラム（ポスター）でわかりづらい部

分があった。当初のプログラムでは特別講演（日本

アフェレシス学会北海道地方会主催）が記載され

ていなく地方からの参加者はランチョンセミナーで

終了と思っていた受講者もおり、帰省の予定を組

み直した受講者もいた。自分自身も JR の指定席を

勘違いして取ってしまったが・・？  

卒後教育セミナーの様子 1 

卒後教育セミナーの様子 2 
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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平成２３年度10月～11月までの理事会において以下の

報告・協議がされました。 

 

・ 公益社団法人 北海道臨床工学技士会第２期役

員候補選挙について 

・ 社団法人 日本臨床工学技士会第２期代議員選

出選挙について 

全国区代議員 

大澤 貞利、真下 泰（ｱｲｳｴｵ順）の 2 名を当会

推薦とする 

地方区代議員 

加藤 伸彦、室橋 高男、脇田 邦彦（ｱｲｳｴｵ順）

の 3名を当会推薦とする 

・ 公益社団法人 北海道臨床工学技士会における

賠償責任保険制度の構築について 

◆RMニュース◆ 
 
＜看護師の操作ミスか、 

人工呼吸器止まり患者死亡＞  

 大分県の病院は 8日、女性患者（42）の人工呼吸器

が数分間、酸素を送れない状態になり、約１時間後に

死亡したと発表した。 

 病院によると、患者は小児マヒを患っており、9 月 5

日に心肺停止状態に陥り、低酸素脳症で入院。蘇生

したが意識不明の状態で自発呼吸が弱く、人工呼吸

器をつけていた。 

 看護師は 9 月 8 日午前 8 時 21 分、人工呼吸器の

酸素供給を止める「スタンバイモード」にして、約 1 分

間、患者のたんを吸引。約 7 分後に別の看護師が酸

素が止まったままになっていることに気付いた。スタン

バイモードにした看護師は「解除したはず」と説明して

いる。 

 かすかに脈はあったが、家族が事前に容体が悪化

した場合の措置を望んでおらず、延命措置は取らな

かった。院長は「申し訳ない、呼吸器の取り扱いを検

証し、再発防止に努めたい」と謝罪した。 

（2011年 10月 9日  読売新聞） 

＜脳死肝移植後、透析中の男性死亡 
 大学病院で器具誤装着＞ 

京都の大学病院は 14 日、脳死肝移植手術を受

けた 50 代の男性患者が、腎不全のための透析治

療中に容体が急変し、死亡したと発表した。病院長

らは会見で、当直医が透析回路に誤った器具を装

着したことが原因と認めた。遺族に謝罪し、院内調

査を始めたという。 

 京都府警は同病院から届け出を受け同日、司法

解剖したが、死因は特定できなかった。器具などの

任意提出を受け、業務上過失致死容疑で捜査して

いる。 

 病院によると、男性は肝硬変を患い、今月 5 日に

同病院で脳死肝移植手術を受け、成功した。しか

し 12日午後 7時半ごろ、透析回路の器具を交換す

る際、本来取り付けるべき血液ろ過器具ではなく、

血漿（けっしょう）分離器具を装着。約3時間後に血

圧が低下し、13 日午前 10 時 50 分ごろ、脱水症状

になり死亡した。 

血漿分離器具は透析とは無関係だが、体内から

取り出した血液を体内に戻す回路の基本的な仕組

みは同じという。死亡約１時間後、血液データから

誤装着が発覚した。 

（2011年 11月 15日  毎日新聞） 

****************************************** 

2012年 1月 21日（土）～1月 22日（日） 

「第 23回北海道人工呼吸セミナー」 

（申し込み終了） 

会場 札幌医科大学 講堂  

札幌市中央区南1条西16丁目 

http://www.kokyu-kanri.com 

****************************************** 

2012年 2月 18日（土）～2月 19日（日） 

「第3回 卒後教育ｾﾐﾅｰ ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰｾﾐﾅｰ 

 ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ教育ｾﾐﾅｰ（案）」 

会場 ムトウ本社会議室（６F） 

 札幌市北区北11条西4丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2012年 5月 20日（日） 

「第 81回 北海道透析療法学会」 

会場 旭川市 大雪クリスタルホール  

    旭川市神楽 3条 7丁目 

http://www.dotoseki.net/ 

****************************************** 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 
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公益社団法人 北海道臨床工学技士会 入会手順は．．． 

1. 北海道臨床工学技士会の申し込み用紙に必要事項を記入後、事務局宛に郵送します。 

（申込用紙は技士会 HPからダウンロード出来ます。） 

2. 年会費振込み時、備考欄に「新入会」と記入し 5,000円を下記へ入金します。 

3. 事務局にて申込用紙と入金が確認され次第、北海道臨床工学技士会へ入会扱いとなります。 

4. その後、会員宛に事務局より「入会手続き完了通知」が郵送されます。 
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2011-(12)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース             ２０１１年１２月 

印刷 
 

前田印刷株式会社 

〒078-8233 

旭川市豊岡３条６丁目 

２番２０号 

 ０１６６－３４－０１１１ 

 

北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当    仁友会 北彩都病院  臨床工学科 石川幸広 
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